
は
じ
め
に

一
九
三
九
年
、
ア
メ
リ
カ
の
東
海
岸
と
西
海
岸
で
、
戦
前
最
後
の

万
博
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
万
博
（N
ew

York
W

orld’s
F

air,1939

）

と
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
万
博
（G
olden

G
ate

InternationalE
xpo-

sition,San
F
rancisco

1939

）
が
開
催
さ
れ
た
（
１)

。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
万
博
が
、「
明
日
の
世
界
の
建
設
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
ア
メ
リ

カ
＝
民
主
主
義
の
未
来
像
」
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
あ

っ
た
の
に
対
し
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
万
博
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

湾
の
二
大
鉄
橋
の
完
成
を
記
念
し
た
祝
祭
的
な
も
の
で
あ
り
、「
交

通
、
通
信
の
近
代
的
発
展
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
万
博
に
比
べ
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
万
博
は
規
模

が
小
さ
く
、
予
算
は
三
分
の
一
程
度
で
、
会
場
面
積
、
参
加
国
数
、

入
場
者
数
も
大
き
く
下
回
っ
て
い
た
（
２)

。
し
か
し
日
本
政
府
に
は
一

九
三
七
年
か
ら
の
日
中
戦
争
の
影
響
に
よ
る
対
日
感
情
の
改
善
と
輸

出
貿
易
不
振
の
打
開
、
排
日
運
動
の
緩
和
を
図
り
た
い
と
い
う
意
向

が
あ
っ
た
た
め
、
両
万
博
へ
の
参
加
を
決
め
た
（
３)

。
特
に
、
多
く
の

日
系
移
民
が
暮
ら
し
、
日
系
移
民
排
斥
運
動
が
あ
っ
た
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
で
の
万
博
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
万
博
以
上
に
「
親
日
感
」

を
高
め
る
内
容
を
盛
り
込
む
必
要
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に

西
海
岸
と
い
う
地
理
上
、
日
本
へ
の
観
光
旅
行
を
宣
伝
す
る
好
機
で

も
あ
り
、
こ
の
二
つ
の
要
因
が
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
万
博
で
の
日

本
の
展
示
内
容
の
性
格
を
決
定
づ
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
九
三
九
年
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
万
博
で
は
、
会
場
内
の
美
術
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植
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品
陳
列
館
（T

he
Palace

of
F
ine

and
D
ecorative

A
rts

）
で
日

本
古
美
術
展
覧
会
（
一
九
三
九
年
二
月
一
八
日
〜
一
二
月
二
日
）
が

開
か
れ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
万
博
は
現
代
の
美
術
品
が
展
示
の
中
心

で
あ
り
、
古
美
術
の
展
示
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
万
博
で
の
み
行
わ

れ
た
。
他
国
と
ス
ペ
ー
ス
を
分
け
合
っ
た
一
区
画
で
の
開
催
だ
っ
た

が
、
参
加
国
中
で
最
も
多
い
四
一
四
点
の
古
美
術
品
が
展
示
さ
れ
た
。

ま
た
同
展
覧
会
は
、「
日
本
古
美
術
展
覧
会
」
と
銘
打
ち
な
が
ら
も
、

実
際
に
は
日
本
統
治
下
の
台
湾
や
朝
鮮
の
も
の
や
、
ア
イ
ヌ
と
琉
球

の
美
術
、
民
芸
な
ど
「
古
美
術
」
の
枠
外
の
も
の
も
多
く
展
示
さ
れ

て
い
た
。

海
外
で
開
催
さ
れ
た
日
本
の
古
美
術
展
覧
会
に
つ
い
て
は
、
戦
前

の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
日
本
美
術
の
受
容
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
し
た

安
松
み
ゆ
き
氏
に
よ
る
ベ
ル
リ
ン
日
本
古
美
術
展
覧
会
（
一
九
三
九

年
）
に
つ
い
て
の
論
文
「
展
覧
会
を
通
し
て
み
る
近
代
欧
州
の
日
本

古
美
術
に
対
す
る
認
識
の
変
遷
―
一
九
一
○
年
『
日
英
博
覧
会
』
と

一
九
三
九
年
『
伯
林
日
本
古
美
術
展
覧
会
』
の
比
較
に
お
い
て
―
」

と
「〔
資
料
紹
介
〕
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
日
本
古
美
術
展
覧
会
」（
４)

が

あ
る
。

安
松
氏
に
よ
れ
ば
、
ベ
ル
リ
ン
日
本
古
美
術
展
覧
会
が
開
催
さ
れ

た
背
景
に
は
、
一
九
三
六
年
の
日
独
防
共
協
定
締
結
と
い
う
政
治
的

動
向
が
関
係
し
て
い
る
と
い
う
。
ア
ー
リ
ア
人
種
の
優
越
を
唱
え
る

ナ
チ
ス
政
権
と
し
て
は
、
非
ア
ー
リ
ア
人
で
あ
る
日
本
人
に
つ
い
て

「
友
邦
と
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
文
化
を
持
つ
民
族
」
と
し
て
ド
イ
ツ
国

民
に
理
解
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
同
展
は
「
そ
の
た
め
の
格
好
の
文

化
戦
略
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
当
時
、
国
宝
や
重
要
美
術
品
の
海
外
搬

出
を
禁
止
す
る
国
宝
保
存
法
等
が
施
行
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
九
二
点
も
の
国
宝
・
重
要
美
術
品
が
ド
イ
ツ
に
搬
出
さ
れ
た
背

景
に
は
、
ド
イ
ツ
と
の
友
邦
国
関
係
を
一
層
強
固
な
も
の
に
す
る
上

で
、
国
宝
や
重
要
美
術
品
を
ド
イ
ツ
に
搬
出
す
る
価
値
は
大
き
い
と

す
る
日
本
側
の
判
断
が
あ
っ
た
と
安
松
氏
は
述
べ
て
い
る
（
５)

。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
万
博
日
本
古
美
術
展
覧
会
を
主
催
し
た
の

は
、
外
務
省
所
轄
下
の
財
団
法
人
で
あ
る
国
際
文
化
振
興
会
だ
っ
た
。

同
会
は
、
一
九
三
四
年
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
の
間
「
国
際
交
流
」

と
い
う
名
目
の
下
、
外
国
人
を
対
象
と
し
た
様
々
な
文
化
事
業
や
海

外
に
お
け
る
文
化
宣
伝
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
一
九
三
六

年
に
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
創
立
三
○
○
年
記
念
に
際
し
開
か
れ
た
ボ

ス
ト
ン
日
本
古
美
術
展
覧
会
も
、
国
際
文
化
振
興
会
主
催
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
同
会
の
国
際
文
化
事
業
全
般
に
つ
い
て
は
、
芝
崎
厚
士

氏
の
『
近
代
日
本
と
国
際
文
化
交
流

│
国
際
文
化
振
興
会
の
創
設

と
展
開
』（
６)
に
お
い
て
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
柴
岡
信
一
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郎
氏
に
よ
る
『
報
道
写
真
と
対
外
宣
伝

十
五
年
戦
争
期
の
写
真
界
』

（
７)
に
お
い
て
は
、
同
会
と
当
時
の
写
真
界
と
の
結
び
つ
き
や
写
真
を

利
用
し
た
文
化
宣
伝
の
実
態
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
美
術

界
と
の
関
係
や
、
同
会
が
行
っ
た
美
術
書
出
版
や
展
覧
会
事
業
を
通

じ
て
の
文
化
宣
伝
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
一
九
三
九
年
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
万
博
日
本

古
美
術
展
覧
会
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
研
究
さ
れ
て
お

ら
ず
、
同
展
の
特
異
な
展
示
内
容
が
知
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

国
際
文
化
振
興
会
と
い
う
国
策
機
関
と
同
展
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、

ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

本
稿
は
、
ベ
ル
リ
ン
で
日
本
古
美
術
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
同
じ

年
に
開
催
さ
れ
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
万
博
日
本
古
美
術
展
覧
会
に

焦
点
を
あ
て
、
そ
の
背
景
を
探
る
も
の
で
あ
る
。
日
中
戦
争
下
に
開

か
れ
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
万
博
日
本
古
美
術
展
覧
会
の
展
示
内
容

の
一
端
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
展
示
の
意
図
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

同
展
に
は
、
ど
の
よ
う
な
人
物
が
か
か
わ
り
、
ど
の
よ
う
な
思
惑
が

あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
や
時
代
状
況
か
ら
、
ア
イ

ヌ
・
琉
球
・
台
湾
・
朝
鮮
の
美
術
が
「
日
本
古
美
術
」
の
展
覧
会
に

出
品
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
も
論
じ
た
い
。

一

国
際
文
化
振
興
会
の
展
覧
会
事
業

│
美
術
界
と
の
つ
な
が
り

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
万
博
日
本
古
美
術
展
覧
会
を
主
催
し
た
国
際

文
化
振
興
会
は
、
海
外
に
お
け
る
国
際
文
化
事
業
を
行
な
う
機
関
と

し
て
、
一
九
三
四
年
四
月
に
外
務
省
所
轄
下
に
設
立
さ
れ
た
財
団
法

人
で
あ
る
。
近
衛
文
麿
を
会
長
に
、
以
下
外
国
と
親
交
の
深
い
華
族

や
国
際
連
盟
関
係
者
一
八
名
を
、
副
会
長
、
理
事
、
監
事
に
迎
え
て

組
織
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
は
、
東
京
美
術
学
校
名
誉
教
授
だ
っ
た
正

木
直
彦
も
名
を
連
ね
て
い
た
。
正
木
は
こ
の
四
年
後
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
両
万
博
の
美
術
部
門
の
出
品
調
査
委
員
会

の
委
員
に
任
命
さ
れ
た
（
８)

。

国
際
文
化
振
興
会
に
よ
る
文
化
事
業
の
主
な
も
の
は
、「
資
料
の

作
製
」「
資
料
の
配
給
及
交
換
」「
講
演
会
、
展
覧
会
、
演
奏
会
の
開

催
」「
外
国
人
の
日
本
研
究
に
対
す
る
奨
励
及
便
宜
供
与
」「
知
名
外

国
人
及
団
体
の
招
請
」「
講
師
の
派
遣
並
に
教
授
学
生
の
交
換
及
招

請
」
な
ど
で
あ
る
（
９)

。

そ
の
う
ち
美
術
関
係
で
目
立
つ
も
の
を
あ
げ
る
と
、「
資
料
の
作

製
」
に
あ
た
る
美
術
品
の
幻
燈
板
製
作
（
10)

や
美
術
関
係
の
書
籍
・
小

冊
子
の
出
版
が
あ
る
。
出
来
上
が
っ
た
幻
燈
板
や
出
版
物
を
、
在
外
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公
館
や
外
国
の
美
術
館
・
教
育
機
関
な
ど
に
配
布
す
る
「
資
料
の
配

給
及
交
換
」
も
盛
ん
に
実
施
さ
れ
た
。
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
な
ど
来

日
外
国
人
を
対
象
に
、「
外
国
人
の
日
本
研
究
に
対
す
る
奨
励
及
便
宜

供
与
」
も
実
施
さ
れ
た
。
シ
ド
ニ
ー
国
立
美
術
館
国
際
美
術
展
や
ボ

ス
ト
ン
日
本
古
美
術
展
、
一
九
三
七
年
パ
リ
万
博
な
ど
海
外
で
開
か

れ
た
展
覧
会
・
博
覧
会
へ
の
参
加
は
、
一
九
四
○
年
ま
で
は
欧
米
を

中
心
に
、
以
降
は
ア
ジ
ア
を
中
心
に
活
発
に
な
さ
れ
た
（
表
１
）。
ま

た
美
術
関
係
者
に
よ
る
講
演
会
も
催
さ
れ
た
（
11)

。

幻
燈
板
は
、
絵
画
・
彫
刻
・
美
術
工
芸
・
建
築
・
庭
園
な
ど
を
対

象
に
作
製
さ
れ
、
そ
の
選
択
は
東
京
帝
国
大
学
の
教
授
ら
に
任
さ
れ

た
。
絵
画
・
彫
刻
・
美
術
工
芸
は
藤
懸
静
也
と
松
本
榮
一
、
建
築
は

岸
田
日
出
刀
、
庭
園
は
田
村
剛
と
津
田
敬
武
が
担
当
し
た
（
12)

。
こ
の

う
ち
、
岸
田
日
出
刀
と
田
村
剛
は
、
後
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
両
万
博
で
、
日
本
館
と
庭
園
の
設
計
者
に
そ
れ
ぞ
れ
選

ば
れ
て
い
る
。
津
田
敬
武
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
万
博
日
本
古
美

術
展
覧
会
に
総
括
的
な
立
場
で
関
わ
っ
て
い
る
（
13)

。

作
製
さ
れ
た
幻
燈
板
は
、
一
九
四
○
年
頃
ま
で
は
欧
米
諸
国
に
向

け
送
付
さ
れ
た
。
し
か
し
以
降
は
、「
重
工
業
」、「
産
業
」、「
教
育
」

と
い
っ
た
近
代
的
な
テ
ー
マ
の
幻
燈
板
も
作
製
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
配
布
先
も
次
第
に
ア
ジ
ア
諸
国
が
中
心
に
な
っ
て
い
っ
た
。

講
演
会
や
外
国
へ
の
講
師
の
派
遣
と
い
っ
た
事
業
か
ら
は
、
国
際

文
化
振
興
会
と
美
術
界
と
の
間
に
あ
っ
た
人
脈
を
窺
う
こ
と
が
で
き

る
。
同
会
の
行
っ
た
主
な
講
演
会
と
し
て
、
軽
井
沢
及
び
京
都
で
春

秋
二
期
開
催
さ
れ
た
文
化
講
座
が
あ
る
。
こ
の
文
化
講
座
で
の
講
演

題
目
は
、
聴
講
者
が
日
本
の
こ
と
を
あ
る
程
度
知
っ
て
い
る
在
日
外

国
人
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
て
、
歴
史
・
宗
教
・
美
術
・
技
芸
な
ど
学

術
的
な
内
容
が
選
ば
れ
た
。
し
か
し
聴
講
者
の
多
く
が
来
日
し
た
ば

か
り
の
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
現
代
の
日
本
の
国
民
性
や
教
育
、
社

会
制
度
、
政
治
経
済
の
現
状
な
ど
も
選
ば
れ
た
（
14)

。

文
化
講
座
で
講
演
し
た
美
術
関
係
者
に
は
、
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト

（
一
九
三
五
年
・
題
目
「
日
本
建
築
の
基
調
」（

15)

）
や
河
井
寛
次
郎

（
一
九
三
八
年
六
月
一
八
日
「
陶
磁
器
と
民
族
」（

16)

）、
芹
澤
喟
介

（
一
九
三
九
年
二
月
一
○
日
「
絞
染
」
講
演
及
び
実
演
（
17)

）、
矢
代
幸

雄
（
一
九
三
九
年
四
月
一
五
日
「
日
伊
文
化
の
基
調
」、
日
伊
文
化
協

定
成
立
記
念
「
日
伊
文
化
の
夕
」
に
て
（
18)

）、
柳
宗
悦
（
一
九
三
九

年
五
月
二
七
日
「
朝
鮮
美
術
に
つ
い
て
」（

19)

）
な
ど
が
い
る
。

ま
た
外
国
へ
派
遣
さ
れ
た
講
師
に
は
、
矢
代
幸
雄
（
一
九
三
五

年
・
ロ
ン
ド
ン
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
等
英
国
一

○
大
学
で
の
日
本
美
術
講
座
（
20)

。
一
九
三
九
年
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
万
博
日
本
古
美
術
展
覧
会
（
21)

）
や
、
帝
室
博
物
館
嘱
託
原
田
治
郎
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（
一
九
三
五
年
・
米
国
オ
レ
ゴ
ン
大
学
に
お
け
る
日
本
美
術
史
の
連
続

講
義
（
22)

）、
柳
宗
悦
（
一
九
三
九
年
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
万
博
日

本
古
美
術
展
覧
会
（
23)

）
な
ど
が
い
る
。

柳
宗
悦
は
、
国
際
文
化
振
興
会
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
フ
ォ
ー
ク
ア

ー
ツ
・
セ
ン
タ
ー
に
日
本
の
代
表
的
な
民
芸
品
を
寄
贈
す
る
こ
と
に

な
っ
た
際
、
同
会
か
ら
民
芸
品
の
収
集
及
び
選
定
を
依
頼
さ
れ
て
い

る
（
24)

。
柳
は
、
約
半
年
間
か
け
て
全
国
各
地
か
ら
、
漆
器
・
陶
器
・

金
工
・
木
工
・
竹
細
工
・
染
織
・
大
津
絵
・
絵
馬
・
人
形
等
を
約

一
○
○
点
集
め
た
（
25)

。
一
九
三
八
年
に
ベ
ル
リ
ン
で
第
一
回
国
際
手

工
業
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
時
に
は
、
日
本
文
化
史
の
展
示
用
に
、

帝
室
博
物
館
や
細
川
護
立
と
と
も
に
柳
の
所
蔵
品
も
出
品
さ
れ
た（

26)

。

矢
代
幸
雄
と
柳
宗
悦
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
万
博
日
本
古
美
術

展
覧
会
の
前
年
に
開
か
れ
た
同
展
に
関
す
る
協
議
会
に
も
招
か
れ
て

お
り
（
一
九
三
八
年
六
月
一
六
日
「
第
四
回
協
議
会
」（

27)
）、
こ
の
後

の
七
月
の
協
議
会
で
一
六
種
の
出
品
項
目
が
決
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
両
者
の
美
術
研
究
家
と
し
て
の
意
見
も
考
慮
さ
れ
た
上
で
出

品
物
が
選
定
さ
れ
た
可
能
性
も
高
い
。
民
芸
が
日
本
古
美
術
展
覧
会

の
一
項
目
に
加
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
は
、
柳
と
国
際
文
化
振
興
会
と

の
こ
う
し
た
つ
な
が
り
が
影
響
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
（
28)

。

こ
う
し
た
美
術
事
業
を
通
じ
、
国
際
文
化
振
興
会
と
外
部
の
著
名

文
化
人
た
ち
と
の
間
に
は
人
脈
が
形
成
さ
れ
た
。
彼
ら
著
名
人
た
ち

の
講
演
録
な
ど
を
、
日
本
文
化
紹
介
の
た
め
の
英
文
書
籍
に
し
て
出

版
す
る
一
方
（
29)

、
美
術
に
造
詣
の
深
い
国
際
文
化
振
興
会
関
係
者

が
、
欧
米
向
け
の
美
術
書
を
独
自
に
執
筆
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
例

え
ば
、
津
田
敬
武
が
執
筆
し
た
『
日
本
美
術
案
内
記
』H

andbook
of

Japanese
art

（
一
九
三
五
年
）
な
ど
で
あ
る
（
30)

。

ま
た
一
九
三
三
年
に
来
日
し
、
日
伊
文
化
協
定
や
後
の
日
独
伊
三

国
同
盟
な
ど
日
伊
間
の
提
携
に
関
わ
っ
た
駐
日
イ
タ
リ
ア
大
使
ア
ウ

リ
テ
ィ
（G

iacinto
A
uriti:

一
八
八
三_

一
九
六
九
）
は
、
日
本
美

術
の
収
集
家
兼
研
究
家
で
あ
り
（
31)

、
彼
が
国
際
文
化
振
興
会
で
講
演

し
た
記
録
も
『
日
本
美
術
』O

n
Japan

ese
art,

com
parative

observations
on

Far-E
astern

and
W

estern
art

（
一
九
三
七
年
）

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
同
会
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
（
32)

。

こ
う
し
た
欧
米
向
け
に
編
ま
れ
た
日
本
美
術
の
英
書
が
、
実
際
ど

れ
ほ
ど
配
布
先
の
欧
米
諸
国
で
読
ま
れ
た
か
は
不
明
だ
が
、
お
そ
ら

く
配
布
先
の
ほ
と
ん
ど
が
在
外
公
館
や
教
育
機
関
な
ど
に
限
ら
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
の
目
に
触
れ
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
以
下
で
述
べ
る
よ

う
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
万
博
に
お
い
て
は
た
と
え
〈P

acific

cultures
〉
と
い
う
寄
せ
集
め
の
民
族
文
化
展
示
で
あ
れ
、
團
伊
能
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を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
関
係
者
た
ち
の
「
美
術
展
示
」
に
寄
せ
る

意
欲
は
、
並
々
な
ら
ぬ
も
の
だ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

二

美
術
品
陳
列
館
の
中
の
〈P

acific
cultures

〉
部
門

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
万
博
（
一
九
三
九
年
二
月
一
八
日
〜
一
○
月

二
九
日
、
一
九
四
○
年
五
月
二
五
日
〜
九
月
二
九
日
）
は
、
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
湾
内
の
人
工
島
ト
レ
ジ
ャ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
（T

reasure

island

）
の
約
一
六
○
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
で
開
催
さ
れ
た
。

長
方
形
の
敷
地
内
は
十
字
路
に
よ
っ
て
整
然
と
区
画
さ
れ
、
博
覧
会

の
中
心
的
建
物
と
し
て
高
さ
約
一
二
○
メ
ー
ト
ル
の
塔
が
建
て
ら
れ

た
。
塔
の
周
囲
に
「
電
気
及
び
交
通
」「
科
学
」「
鉱
山
、
金
属
及
び

機
械
」「
観
光
」「
住
宅
及
び
庭
園
」
等
、
各
テ
ー
マ
の
展
示
館
が
並

び
、
そ
の
向
こ
う
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
館
や
諸
外
国
の
パ
ヴ
ィ
リ

オ
ン
が
設
け
ら
れ
た
。
日
本
古
美
術
展
覧
会
が
開
か
れ
た
美
術
品
陳

列
館
は
、
日
本
館
か
ら
約
六
○
○
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
南
西
の
端
に
あ

っ
た
航
空
館
の
隣
に
建
て
ら
れ
て
い
た
（
33)

。

日
本
館
に
は
美
術
工
芸
部
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
福
井
庸
賢
の
木

彫
《
島
の
朝
》
や
堀
柳
女
の
人
形
《
観
衆
》、
寺
田
龍
雄
や
石
黒
宗

麿
、
河
村
喜
太
郎
ら
を
は
じ
め
と
す
る
工
芸
家
た
ち
に
よ
る
工
芸
品

な
ど
五
六
点
が
展
示
さ
れ
た
。
だ
が
絵
画
は
飾
ら
れ
ず
、
館
内
の
一

隅
で
は
人
形
や
日
傘
、
扇
子
等
の
製
作
を
実
演
し
て
い
た
（
34)

。
同
時

期
に
開
催
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
万
博
で
は
、
美
術
工
芸
部
は
日
本

館
の
中
心
に
設
け
ら
れ
、
当
時
の
日
本
美
術
を
代
表
す
る
画
家
た
ち

に
よ
る
絵
画
二
二
点
に
、
工
芸
品
約
七
○
点
が
一
堂
に
展
示
さ
れ
る

な
ど
、
美
術
品
は
日
本
館
に
お
け
る
展
示
の
要
と
も
言
え
る
扱
い
で

あ
っ
た
（
35)

。
し
か
し
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
万
博
の
日
本
館
で
は
、
建

物
の
中
央
は
観
光
部
に
占
め
ら
れ
、
美
術
工
芸
部
の
位
置
は
端
の
方

だ
っ
た
。
こ
れ
は
、「
欧
米
人
客
の
観
光
誘
致
」
を
展
示
の
主
な
目
的

と
し
た
た
め
だ
っ
た
（
36)

。

日
本
古
美
術
展
覧
会
は
、
こ
う
し
た
日
本
館
の
展
示
と
は
別
に
企

画
さ
れ
た
も
の
で
、
国
際
文
化
振
興
会
が
ア
メ
リ
カ
の
博
覧
会
協
会

か
ら
の
出
品
依
頼
を
受
け
、
独
自
に
作
品
を
収
集
・
輸
送
し
て
実
現

し
た
も
の
だ
っ
た
。
外
務
省
本
体
も
同
展
に
関
与
し
て
お
り
、
一
九

三
八
年
の
七
月
に
は
、
美
術
品
陳
列
館
内
に
お
け
る
日
本
の
展
示
位

置
に
つ
い
て
承
諾
を
得
る
外
電
が
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
総
領
事
か

ら
外
務
大
臣
宛
て
に
打
た
れ
て
い
る
。
そ
の
電
報
で
は
、
美
術
品
陳

列
館
内
の
展
示
区
分
の
計
画
が
次
の
よ
う
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。

「
金
門
万
博
美
術
品
陳
列
館
はP

acific
cultures,

E
uropean
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painting,A
m
erican

painting,

及
びD

ecorative
art

の
四

divisions

に
分
か
た
れP

acific
cultures

の
陳
列
品
に
対

し
て
は
約
一
万
平
方
呎
の
場
所
を
充
当
す
る
と
共
に
之
を

N
orthw

est
C
oast

of
A
m
erica,

M
iddle

A
m
erica,

South

A
m
erica,Pacific

Islands,Southern
A
sia,C

hina

及
日
本

の
七area

に
区
分
し
日
本
に
対
し
て
は
大
体
四
○
乃
至
五
○

M
useum

cases
を
陳
列
せ
ら
る
る
も
の
と
の
予
想
の
下
に
最

大
限
四
千
平
方
呎
を
割
当
つ
へ
き
予
定
な
る
趣
な
り
」（

37)

。

こ
の
展
示
区
分
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
日
本
の
美
術
が
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
や
ア
メ
リ
カ
の
絵
画
、
装
飾
美
術
の
よ
う
に
「
美
術
品
展
示
」
と

し
て
独
立
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、「
太
平
洋
の
諸
文
化
」
と
い
う
極

め
て
雑
駁
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
独
立
し
た
エ
リ
ア
を
与
え
ら
れ
て
い
た
分
だ
け
、
日
本

と
中
国
は
こ
の
〈Pacific

cultures

〉
部
門
の
中
で
も
別
格
の
扱
い

だ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
実
際
、
イ
ン
ド
シ
ナ
と
シ
ャ
ム
は

“S
outhern

A
sia”

と
し
て
一
つ
の
エ
リ
ア
に
入
れ
ら
れ
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
も
ポ
リ
ネ
シ
ア
や
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
と
い
っ
た
群
島
と
共
に

“Pacific
Islands”

に
ひ
と
ま
と
め
に
さ
れ
た
。
一
方
で
、“South

A
m

erica”

の
エ
リ
ア
は
、
ペ
ル
ー
や
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
エ
ク
ア
ド
ル

の
三
国
だ
け
で
構
成
さ
れ
た
（
38)

。

こ
の
〈P

acific
cultures

〉
部
門
を
統
括
し
た
責
任
者
は
、
当
時

ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
教
授
で
あ
っ
た
ラ
ン
グ
ド
ン
・
ウ
ォ
ー
ナ
ー

（L
angdon

W
arner:

一
八
八
一_

一
九
五
五
）
で
あ
り
、
彼
は
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
万
博
美
術
品
陳
列
館
東
洋
部
長
と
し
て
、
こ
の
展

示
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
、
日
本
を
始
め
と
す
る
ア
ジ
ア
諸
地
域
を

来
訪
し
積
極
的
な
働
き
か
け
を
し
た
。

ラ
ン
グ
ド
ン
・
ウ
ォ
ー
ナ
ー
は
、
一
九
○
三
年
に
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド

大
学
を
卒
業
後
、
一
九
○
六
年
に
来
日
し
、
そ
の
際
岡
倉
天
心
に
師

事
し
た
日
本
美
術
研
究
家
で
あ
る
。
一
九
○
七
年
に
再
び
来
日
す
る

と
、
茨
城
県
五
浦
で
下
村
観
山
や
横
山
大
観
ら
と
親
交
を
結
ん
で
い

る
。
ま
た
一
九
○
九
年
に
は
、
日
英
博
覧
会
に
出
品
す
る
『
国
宝
帖
』

の
英
文
解
説
を
、
天
心
や
中
川
忠
順
、
片
野
四
郎
ら
と
執
筆
し
て
い

る
。
帰
国
後
は
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
で
日
本
美
術
に
つ
い
て
の
講

義
を
受
け
持
っ
た
と
さ
れ
る
（
39)

。

ウ
ォ
ー
ナ
ー
は
一
九
三
八
年
に
二
度
（
四
月
、
七
月
）
訪
日
し
、

国
際
文
化
振
興
会
関
係
者
ら
と
展
覧
会
の
方
針
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

日
本
側
が
展
覧
会
の
内
容
を
決
め
る
う
え
で
、
こ
の
著
名
な
美
術
史

家
は
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
よ
う
で
あ
る
。
国
際
文
化
振
興
会
が

発
行
す
る
機
関
誌
『
国
際
文
化
』
に
掲
載
さ
れ
た
ウ
ォ
ー
ナ
ー
の
訪
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日
を
報
じ
る
記
事
に
は
、
同
会
の
展
示
計
画
に
ウ
ォ
ー
ナ
ー
の
意
向

が
強
く
働
い
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
記
述
が
あ
る
。

「
本
会
（
筆
者
註
・
国
際
文
化
振
興
会
）
で
は
同
氏
（
註
・
ウ
ォ

ー
ナ
ー
）
の
意
を
汲
ん
で
美
術
日
本
の
紹
介
に
完
璧
を
期
す
た

め
従
来
の
蒐
集
方
針
の
他
に
新
に
歴
史
的
民
族
的
意
義
を
含
め

総
合
的
日
本
文
化
の
見
地
か
ら
内
地
、
朝
鮮
、
台
湾
、
琉
球
、

ア
イ
ヌ
の
各
文
化
圏
を
包
括
し
て
美
術
工
芸
品
を
収
集
す
る
方

針
に
決
定
」（

40)

。

ま
た
ウ
ォ
ー
ナ
ー
が
訪
日
し
た
直
後
に
ま
と
め
ら
れ
た
「
桑
港
万

国
博
覧
会
日
本
古
美
術
展
覧
会
趣
意
書
」
に
よ
れ
ば
、
日
本
古
美
術

展
覧
会
は
最
初
ア
メ
リ
カ
の
博
覧
会
協
会
側
か
ら
日
本
の
博
覧
会
協

会
に
対
し
て
協
力
が
依
頼
さ
れ
、
日
本
の
博
覧
会
協
会
か
ら
の
斡
旋

に
よ
っ
て
国
際
文
化
振
興
会
が
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
事
業
で

あ
っ
た
。
国
際
文
化
振
興
会
が
こ
の
事
業
を
引
き
受
け
た
理
由
は
、

同
会
の
設
立
に
あ
た
っ
て
の
「
日
本
文
化
の
紹
介
」
と
い
う
趣
旨
に

合
致
し
て
い
た
こ
と
と
、
日
中
戦
争
下
と
い
う
時
局
に
、
同
展
が
ア

メ
リ
カ
で
開
催
さ
れ
る
意
義
を
重
く
見
た
か
ら
で
あ
っ
た
（
41)

。

出
品
物
の
概
要
も
同
時
に
決
定
し
た
。
種
別
は
「
一
、
絵
画

二
、

彫
刻

三
、
上
古
美
術

四
、
古
面

五
、
蒔
絵

六
、
染
織
品

七
、
金
工

八
、
陶
磁
器

九
、
茶
器

十
、
民
芸
品

十
一
、
印

刷
文
化

十
二
、
風
俗
資
料

十
三
、
ア
イ
ヌ
古
美
術

十
四
、
朝

鮮
古
美
術

十
五
、
琉
球
古
美
術

十
六
、
台
湾
古
美
術
」（

42)

と
な

り
、
美
術
品
は
陳
列
期
間
が
夏
季
一
ヶ
月
以
内
の
特
別
出
品
物
と
、

約
一
○
ヶ
月
間
に
わ
た
る
一
般
出
品
物
と
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
（
43)

。
こ
の
種
別
は
後
に
「
絵
画
」「
彫
刻
」「
陶
磁
器
」「
金
工
」

「
仏
具
」「
茶
器
」「
蒔
絵
」「
服
飾
」「
印
刷
」「
文
房
具
」「
上
代
美

術
」「
民
芸
」「
朝
鮮
美
術
」「
琉
球
美
術
」「
台
湾
美
術
」「
ア
イ
ヌ
美

術
」
と
い
う
区
分
に
調
整
さ
れ
た
（
44)

。

出
品
物
は
東
京
帝
室
博
物
館
（
一
○
点
）、
東
京
美
術
学
校
（
二

一
点
）、
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
考
古
学
教
室
（
一
点
）、
日
本
民
藝

館
（
二
五
点
）、
大
倉
集
古
館
（
一
点
）、
啓
明
会
（
45)

（
九
点
）
の
他

に
、
寛
永
寺
（
一
七
点
）、
親
王
院
（
四
点
）、
櫻
池
院
（
一
点
）、
金

剛
三
昧
院
（
二
点
）、
金
剛
峯
寺
（
一
点
）、
遍
照
光
院
（
三
点
）、
日

光
輪
王
寺
（
五
点
）
な
ど
寺
院
か
ら
も
多
数
集
め
ら
れ
た
。
だ
が
そ

れ
以
上
に
、
根
津
嘉
一
郎
や
鴻
池
善
右
衛
門
、
細
川
護
立
ら
を
始
め

と
す
る
個
人
の
所
蔵
家
た
ち
計
四
七
名
か
ら
借
り
出
し
た
物
が
大
多

数
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
数
は
出
品
物
四
一
四
点
の
う
ち
三
一
四
点

に
も
の
ぼ
っ
て
い
る
（
46)

。
所
蔵
家
の
中
に
は
、
福
井
菊
三
郎
や
三
原
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繁
吉
な
ど
国
際
文
化
振
興
会
の
理
事
も
含
ま
れ
て
い
た
。

出
品
物
に
は
、
重
要
美
術
品
の
《
北
野
天
神
縁
起
絵
巻
》（
根
津

嘉
一
郎
蔵
）、《
伝
行
光
筆
駿
牛
図
》（
保
阪
潤
治
蔵
）、《
一
遍
上
人
絵

伝
残
欠
》（
武
藤
金
太
蔵
）、《
具
慶
筆
慈
眼
大
師
縁
起
絵
詞
》（
寛
永

寺
蔵
）、《
星
曼
荼
羅
図
》（
親
王
院
蔵
）、《

及
甑
》（
小
倉
安
之
蔵
）、

《
手
錫
杖
》（
日
光
輪
王
寺
蔵
）
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
た
（
47)

。

こ
う
し
た
多
方
面
か
ら
の
出
品
物
を
集
め
る
こ
と
に
手
腕
を
発
揮

し
た
中
心
人
物
は
、
国
際
文
化
振
興
会
理
事
の
團
伊
能
（
一
八
九
二

_

一
九
七
三
）
だ
っ
た
。

團
伊
能
は
、
三
井
合
名
理
事
長
で
三
井
財
閥
の
総
帥
だ
っ
た
團
琢

磨
の
長
男
で
、
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
哲
学
科
を
卒
業
後
、
ハ
ー
ヴ

ァ
ー
ド
大
学
、
リ
ヨ
ン
大
学
に
学
ん
だ
後
、
東
京
帝
国
大
学
文
学
部

助
教
授
と
な
っ
た
（
48)

。
豊
富
な
海
外
経
験
を
持
ち
、
欧
米
の
美
術
館

の
施
設
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
、『
概
観
欧
州
芸
術

史
』
を
始
め
、
い
く
つ
か
の
美
術
書
を
執
筆
し
て
い
る
（
49)

。
ま
た
太

平
洋
問
題
調
査
会
か
ら
、
美
術
に
つ
い
て
の
英
書
も
出
版
し
て
い
る

人
物
で
あ
る
（
50)

。

團
の
こ
う
し
た
美
術
に
関
す
る
知
識
と
経
験
は
、
日
本
古
美
術
展

覧
会
だ
け
で
な
く
一
九
三
○
年
代
の
国
際
文
化
振
興
会
の
文
化
事
業
、

と
り
わ
け
美
術
に
関
す
る
活
動
に
大
い
に
活
か
さ
れ
た
。
日
本
古
美

術
展
覧
会
に
は
、
團
自
身
も
一
二
点
出
品
し
て
い
る
。

團
の
展
示
方
針
は
、
国
際
文
化
振
興
会
発
行
の
同
展
英
文
カ
タ
ロ

グ
に
よ
れ
ば
「
異
な
る
時
代
の
美
術
品
や
工
芸
品
を
通
し
、
異
な

る
階
級
の
人
々
の
生
活
に
密
着
し
て
、
日
本
文
化
の
諸
相
を
見
せ

る
」（

51)

こ
と
だ
っ
た
。
つ
ま
り
こ
の
言
葉
か
ら
は
、
同
展
を
ベ
ル
リ

ン
日
本
古
美
術
展
覧
会
や
一
九
三
六
年
の
ボ
ス
ト
ン
日
本
古
美
術
展

の
よ
う
な
純
粋
な
美
術
品
展
示
の
場
と
し
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
日

本
人
の
生
活
様
式
を
含
め
た
日
本
文
化
一
般
を
紹
介
す
る
機
会
と
し

て
捉
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
国
宝
級
の
も
の
が
多
数
を
占
め
た

ベ
ル
リ
ン
日
本
古
美
術
展
覧
会
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
趣
向
が
、
そ

こ
に
は
働
い
て
い
た
と
い
え
る
。

実
際
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
万
博
日
本
古
美
術
展
覧
会
に
出
品
さ

れ
た
一
六
種
別
の
内
訳
は
、
絵
画
（
九
二
点
）、
彫
刻
（
一
八
点
）、

陶
磁
器
（
五
一
点
）、
金
工
（
七
三
点
）、
仏
具
（
二
○
点
）、
茶
器

（
二
○
点
）、
蒔
絵
（
四
四
点
）、
服
飾
（
六
三
点
）、
印
刷
（
一
一
点
）、

文
房
具
（
一
一
点
）、
上
代
美
術
（
九
点
）、
民
芸
（
二
六
点
）、
朝
鮮

美
術
（
一
七
点
）、
琉
球
美
術
（
一
二
点
）、
台
湾
美
術
（
二
三
点
）、

ア
イ
ヌ
美
術
（
二
五
点
）
と
、
や
は
り
絵
画
が
群
を
抜
い
て
多
い
も

の
の
、
そ
の
中
に
は
扇
子
が
二
六
点
含
ま
れ
て
い
る
（
52)

。
ま
た
「
茶

器
」
と
い
う
種
別
を
わ
ざ
わ
ざ
設
け
て
い
る
点
や
、
硯
や
筆
の
よ
う
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な
「
文
房
具
」、
狛
犬
の
置
物
や
木
喰
上
人
作
不
動
像
な
ど
純
粋
な
美

術
品
と
い
う
よ
り
も
日
本
人
の
風
習
や
信
仰
に
結
び
つ
い
た
物
が
数

多
く
出
品
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、
團
の
狙
い
が
高

級
な
美
術
品
の
陳
列
よ
り
も
、
風
俗
を
含
む
日
本
人
の
伝
統
文
化
を

幅
広
く
見
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
こ
う
し
た
團
の
方
針
こ
そ
、
美
術
品
陳
列
館
の
東
洋
部
長
で

あ
る
ラ
ン
グ
ド
ン
・
ウ
ォ
ー
ナ
ー
の
意
向
を
正
し
く
汲
ん
だ
も
の
だ

っ
た
。
ウ
ォ
ー
ナ
ー
は
〈P

acific
cultures

〉
部
門
の
展
示
に
つ
い

て
、
ア
メ
リ
カ
の
観
客
に
向
け
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
一
つ
屋
根
の
下
で
、
太
平
洋
を
囲
む
広
大
な
長
円
形
の
中
に
あ

る
芸
術
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
真
の
試
み
は
、
お
そ
ら
く

こ
れ
が
最
初
の
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）
美
術
史
家
、
そ
し
て

同
様
に
一
般
の
人
々
は
、
こ
こ
が
結
局
美
術
家
の
名
前
や
年
代

と
い
っ
た
事
実
に
基
づ
く
情
報
が
全
く
役
に
立
た
な
い
美
術
展

で
あ
る
こ
と
を
、
無
理
や
り
思
い
知
ら
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
」（

53)
。

ウ
ォ
ー
ナ
ー
の
言
葉
は
、〈P

acific
cultures

〉
と
、
美
術
品
陳

列
館
の
他
の
部
門
で
あ
る
〈E

uropean
painting

〉〈A
m
erican

painting

〉〈D
ecorative

art

〉
が
同
種
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
ウ
ォ
ー
ナ
ー
の
意
図
は
明
ら
か
に
「
民
族
文
化
」
の

展
示
で
あ
り
、
西
洋
美
術
と
対
を
な
す
東
洋
美
術
の
展
示
で
は
な
か

っ
た
。
万
博
の
歴
史
か
ら
考
え
れ
ば
、
こ
う
し
た
欧
米
か
ら
の
民
族

学
的
な
ま
な
ざ
し
に
よ
っ
て
、
非
西
洋
国
が
展
示
内
容
を
既
定
さ
れ

て
い
く
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
か
つ
て
セ
ン
ト
ル
イ
ス
博

覧
会
（
一
九
○
四
年
）
や
日
英
博
覧
会
（
一
九
一
○
年
）
な
ど
、
二

○
世
紀
初
頭
の
博
覧
会
で
は
、
主
催
国
側
関
係
者
か
ら
の
要
請
に
よ

っ
て
、
日
本
政
府
は
ア
イ
ヌ
村
を
展
示
し
た
（
54)

。

そ
の
一
方
で
日
本
の
公
式
的
な
記
録
の
中
で
は
、〈P

acific
cul-

tures

〉
部
門
の
日
本
の
展
示
は
、
民
族
学
的
な
展
示
と
し
て
で
は
な

く
、「
日
本
古
美
術
」
の
展
覧
会
と
し
て
扱
わ
れ
、
記
録
さ
れ
た
。
当

時
の
日
本
の
美
術
雑
誌
で
も
、
同
展
は
あ
く
ま
で
も
「
日
本
古
美
術
」

の
展
覧
会
と
し
て
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
55)

。
だ
が
実
際
の
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
万
博
に
お
け
る
〈P

acific
cultures

〉
部
門
の
展
示
は
、
日

本
国
内
で
認
識
さ
れ
て
い
た
「
古
美
術
展
覧
会
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
は

か
け
離
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
は
当
時
の
日
本
国
民
が
ほ
と
ん
ど
知
ら

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
、
欧
米
に
お
け
る
日
本
の
位
置
づ
け
の
現
実
を

表
し
て
い
た
。

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、〈P

acific
cultures

〉
部
門
の

展
示
を
日
本
国
内
向
け
に
は
「
日
本
古
美
術
展
覧
会
」
と
名
付
け
る
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こ
と
に
よ
っ
て
、
主
催
者
で
あ
る
国
際
文
化
振
興
会
は
、
民
族
学
的

展
示
を
日
本
の
国
内
世
論
に
通
り
の
い
い
美
術
展
示
に
転
換
し
た
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

三

美
術
展
示
と
植
民
地

│
拡
が
る
日
本
領
土

〈P
acific

cultures
〉
部
門
に
お
け
る
日
本
古
美
術
の
展
示
に
日

本
側
が
い
か
に
熱
心
で
あ
っ
た
か
は
、
そ
の
公
式
カ
タ
ロ
グ
か
ら
も

窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
万
国
博
覧
会
協
会
発
行

の
カ
タ
ロ
グ
『P

acific
cultures

』
で
は
、
出
品
物
の
収
集
と
カ
タ

ロ
グ
作
成
に
対
し
貢
献
が
あ
っ
た
人
物
と
し
て
、
團
伊
能
、
樺
山
愛

輔
、
黒
田
清
な
ど
九
名
の
国
際
文
化
振
興
会
関
係
者
の
名
が
挙
げ
ら

れ
、
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
（
56)

、
日
本
の
関
係
者
は
特
別
な
位
置

に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
出
品
物
の
貸
出
者
の
リ
ス
ト
に
は
、
四
七
名
の
日
本
の
個
人

所
蔵
家
の
名
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
（
57)

。
他
国
の
展
示
が
美
術
館
な
ど

公
的
機
関
か
ら
の
も
の
で
多
く
を
ま
か
な
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
こ

う
し
た
個
人
所
蔵
家
の
出
品
が
中
心
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
、
日
本
の

展
示
の
特
徴
だ
っ
た
。

日
本
は
〈P

acific
cultures

〉
部
門
の
中
で
最
も
多
く
出
品
し
、

存
在
感
を
示
し
た
。
戦
時
下
に
も
関
わ
ら
ず
こ
こ
ま
で
展
示
に
協
力

的
で
あ
っ
た
の
は
、
単
に
ア
メ
リ
カ
国
民
に
対
し
て
「
美
術
日
本
の

紹
介
に
完
璧
を
期
す
」（

58)

た
め
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
実
際
の
と
こ

ろ
は
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
り
わ
け
中
国
・
朝
鮮
と
日
本
と
の
関
係
を
、

日
本
側
に
と
っ
て
都
合
の
い
い
論
理
に
よ
っ
て
説
明
し
、
そ
れ
ら
の

国
に
対
す
る
日
本
の
優
位
を
確
立
し
た
い
と
い
う
思
惑
に
も
支
え
ら

れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『P
acific

cultures

』
の
〈Japan

〉
の
項
は
、K

.
S
ato

な
る
日

本
人
が
執
筆
し
て
い
る
（
59)

。
そ
こ
で
は
、
そ
う
し
た
国
是
が
岡
倉
天

心
の
「
ア
ジ
ア
は
一
つ
な
り
」
と
い
う
言
葉
を
基
調
低
音
に
し
な
が

ら
語
ら
れ
た
（
60)

。
そ
の
文
章
は
次
の
よ
う
に
始
ま
る
。

「
も
し
我
々
の
島
が
大
陸
か
ら
も
っ
と
遠
く
に
あ
っ
た
な
ら
ば
、

あ
る
い
は
フ
ラ
ン
ス
に
近
い
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
に
、
中
国
に
近

接
し
て
い
た
な
ら
ば
、
日
本
文
化
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
異
な
っ
た

も
の
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
」(

61)

。

そ
の
後
に
続
く
「
日
本
文
化
の
ス
ト
ー
リ
ー
（th

e
story

of

Japanese
culture)

」
と
は
、
日
本
民
族
の
起
源
に
は
中
国
・
朝
鮮

か
ら
の
血
統
だ
け
で
な
く
、
皇
統
の
起
因
と
な
る
第
三
の
血
統
が
あ
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る
こ
と
、
そ
し
て
日
本
語
や
日
本
人
の
身
体
的
特
徴
に
、
ア
ジ
ア
大

陸
の
そ
れ
ら
と
全
く
類
似
し
た
と
こ
ろ
が
な
い
と
い
う
、
日
本
民
族

の
独
自
性
を
主
張
し
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
英
国
の
歴
史
を
引
き

合
い
に
出
し
、
日
本
が
他
国
か
ら
侵
略
さ
れ
た
こ
と
も
侵
略
し
た
こ

と
も
な
い
国
で
あ
り
、
近
隣
の
ア
ジ
ア
諸
国
と
長
い
歴
史
の
中
で
文

化
的
交
流
を
築
い
て
き
た
友
好
国
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
（
62)

。

こ
う
し
た
「
日
本
文
化
の
ス
ト
ー
リ
ー
」
は
、
日
中
戦
争
開
戦
以

来
、
国
際
社
会
で
批
判
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
日
本
に
と
っ
て
は
、

い
わ
ば
外
国
向
け
の
ス
ピ
ー
チ
で
あ
っ
た
。
日
本
は
、〈P

acific

cultures

〉
の
中
に
〈Japanese

culture
〉
を
位
置
づ
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
汎
太
平
洋
の
連
帯
の
中
に
自
ら
の
安
定
を
見
出
そ
う
と
し

た
と
も
い
え
る
。

一
方
、
国
内
向
け
の
ス
ト
ー
リ
ー
も
用
意
さ
れ
た
。
そ
れ
が

〈P
acific

cultures

〉
部
門
の
い
わ
ば
和
名
と
も
い
え
る
「
日
本
古

美
術
展
覧
会
」
で
あ
る
。
同
展
が
、
国
内
向
け
に
は
ど
の
よ
う
な

「
ス
ト
ー
リ
ー
」
で
語
ら
れ
た
か
は
、
国
際
文
化
振
興
会
発
行
の
機
関

誌
『
国
際
文
化
』
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

「
会
場
（
筆
者
註
・
美
術
品
陳
列
館
）
は
終
了
後
格
納
庫
と
な
る

の
だ
さ
う
だ
が
、
そ
の
格
納
庫
の
一
つ
に
同
博
覧
会
美
術
セ
ク

シ
ョ
ン
の
一
つ
と
し
て
伝
統
を
誇
る
我
が
古
美
術
品
約
四
百
点

が
美
し
く
陳
列
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。（
中
略
）
太
平
洋
部
門

だ
け
は
我
が
国
の
外
に
、
印
度
支
那
、
ジ
ャ
ヴ
ァ
、
シ
ャ
ム
等

を
含
み
、
開
催
地
が
太
平
洋
沿
岸
だ
け
に
最
も
重
要
視
さ
れ
、

一
番
特
色
が
あ
る
。（
中
略
）
欧
米
部
門
が
絵
画
彫
刻
に
限
ら

れ
て
ゐ
る
の
に
、
こ
ち
ら
は
工
芸
、
考
古
学
資
料
に
至
る
ま
で
、

美
術
品
を
鑑
賞
し
な
が
ら
各
国
の
生
活
文
化
の
縦
横
の
明
細
図

が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。（
中
略
）
美
術
展
覧
会

と
し
て
こ
の
や
う
な
収
集
陳
列
方
法
は
全
く
新
機
軸
を
出
し
た

も
の
で
、
在
来
の
展
覧
会
型
を
破
り
日
本
古
美
術
が
新
面
貌
を

帯
び
て
眼
前
に
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
」（

63)

。

〈P
acific

cultures

〉
部
門
の
民
族
学
的
展
示
を
、
美
術
セ
ク
シ

ョ
ン
と
し
て
「
最
も
重
要
視
さ
れ
」（

64)

た
結
果
だ
と
す
る
論
理
は
、

今
日
か
ら
見
る
と
首
肯
し
が
た
い
。
さ
ら
に
当
時
の
日
本
の
関
係
者

た
ち
自
身
で
さ
え
、
本
当
に
そ
れ
を
信
じ
て
い
た
か
は
疑
わ
し
い
。

だ
が
彼
ら
と
し
て
は
、
多
額
の
費
用
を
か
け
て
重
要
美
術
品
を
含
む

古
美
術
品
を
海
外
に
搬
出
す
る
以
上
、
国
内
世
論
に
対
し
て
は
こ
う

し
た
弁
明
を
行
う
必
要
性
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

そ
の
一
方
で
、
ア
イ
ヌ
・
琉
球
・
朝
鮮
・
台
湾
を
「
日
本
古
美
術
」
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の
リ
ス
ト
に
加
え
る
こ
と
に
つ
い
て
の
理
由
は
、
こ
こ
で
は
ほ
と
ん

ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

「
所
で
、
美
術
国
と
し
て
世
界
的
に
有
名
な
我
が
国
の
出
品
で
あ

る
が
、（
中
略
）
本
会
（
筆
者
註
・
国
際
文
化
振
興
会
）
は
古

美
術
品
を
内
地
、
朝
鮮
、
台
湾
、
琉
球
、
ア
イ
ヌ
の
五
文
化
圏

の
中
か
ら
歴
史
的
民
族
的
に
、（
中
略
）
そ
の
代
表
的
精
髄
を

極
力
収
集
す
る
」（

65)

。

一
九
三
○
年
代
当
時
、
琉
球
・
朝
鮮
・
台
湾
の
住
民
と
ア
イ
ヌ
は
、

日
本
の
公
式
見
解
に
お
い
て
は
「
日
本
国
民
」
と
さ
れ
て
い
た
（
66)

。

「
日
本
」
古
美
術
展
覧
会
に
、
あ
た
か
も
自
明
の
こ
と
の
よ
う
に
こ
れ

ら
の
美
術
品
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
理
由
は
、
第
一
に
、
そ
う
し
た

当
時
の
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ア
イ
ヌ
・
琉

球
・
朝
鮮
・
台
湾
と
近
代
日
本
と
の
複
雑
な
関
係
に
つ
い
て
は
小
熊

英
二
氏
の
詳
細
な
研
究
が
あ
り
（
67)

、
そ
の
中
で
小
熊
氏
は
、
こ
う
し

た
周
辺
地
域
を
日
本
の
一
部
と
し
て
統
合
し
て
い
っ
た
要
因
に
、「
欧

米
」
と
い
う
「
彼
ら
」
に
対
抗
す
る
た
め
に
、「
日
本
」
と
い
う
「
わ

れ
わ
れ
」
を
拡
張
す
る
と
い
う
路
線
が
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
（
68)

。

そ
う
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
日
本
古
美
術
展
覧
会
の
場
合
も
、「
彼
ら
＝

巨
大
な
ア
メ
リ
カ
」
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
周
辺
地
域
を
展
示
に
統

合
す
る
こ
と
で
「
拡
張
し
た
日
本
＝
わ
れ
わ
れ
」
を
見
せ
よ
う
と
し

た
の
だ
と
も
解
釈
で
き
る
。

ま
た
、
出
品
さ
れ
た
台
湾
の
美
術
品
の
内
容
か
ら
は
、
当
時
日
本

内
部
に
お
い
て
こ
の
地
域
が
ど
の
よ
う
な
文
化
的
文
脈
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
た
か
、
そ
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。「
台
湾
美
術
」

と
銘
打
た
れ
た
そ
の
内
容
は
、「
原
始
工
芸
」
の
研
究
者
で
あ
っ
た
杉

山
壽
榮
男
の
収
集
品
か
ら
選
ば
れ
た
木
製
民
具
や
腰
巻
、
麻
布
衣

服
な
ど
民
俗
的
な
物
で
占
め
ら
れ
て
い
た
（
69)

。「
朝
鮮
美
術
」
で

は
《
金
端
筆
白
頭
翁
図
》
や
《
希
園
筆
山
水
図
》
な
ど
李
朝
時
代
の

美
術
品
や
、
高
麗
時
代
の
陶
磁
器
な
ど
が
出
品
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

比
べ
る
と
、
日
本
に
と
っ
て
台
湾
文
化
は
、
台
湾
先
住
民
の
イ
メ
ー

ジ
と
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
く
も
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
日
本
は

〈P
acific

cultures

〉
と
し
て
欧
米
か
ら
の
民
族
学
的
な
ま
な
ざ
し

に
晒
さ
れ
る
一
方
で
、
日
本
内
部
に
お
い
て
は
台
湾
や
ア
イ
ヌ
、
琉

球
を
周
縁
文
化
と
位
置
づ
け
、
民
族
学
的
ま
な
ざ
し
を
向
け
て
い
た

の
で
あ
る
。
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四

日
本
館
観
光
部
の
電
飾
大
地
図

最
後
に
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
万
博
の
美
術
品
陳
列
館
か
ら
約
六

○
○
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
日
本
館
で
の
主
要
な
展
示
テ
ー
マ
「
観
光
」

と
日
本
古
美
術
展
覧
会
と
が
、
別
個
の
も
の
と
し
て
企
画
さ
れ
な
が

ら
も
期
せ
ず
し
て
互
い
を
補
足
し
あ
う
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘

し
た
い
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
万
博
日
本
館
は
、
同
万
博
の
テ
ー
マ
に
因
ん

だ
〈
交
通
通
信
部
〉、
日
本
の
主
要
産
業
の
一
つ
で
あ
っ
た
製
糸
業
を

テ
ー
マ
と
し
た
〈
蚕
糸
部
〉、
現
代
の
美
術
工
芸
品
を
展
示
し
た
〈
美

術
工
芸
部
〉、
そ
し
て
鉄
道
省
国
際
観
光
局
が
中
心
と
な
っ
て
展
示
計

画
を
立
て
た
〈
観
光
部
〉
の
四
部
屋
か
ら
主
に
構
成
さ
れ
、
な
か
で

も
〈
観
光
部
〉
は
最
も
広
く
、
日
本
館
の
建
物
の
中
心
に
あ
っ
た
。

「
観
光
」
が
日
本
館
の
主
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
た
理
由
は
、
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
い
う
場
所
柄
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
人
観
光
客
を
日
本

に
誘
致
す
る
絶
好
の
機
会
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
（
70)

。
商
工
省

の
報
告
書
で
は
、
観
光
部
は
「
鉄
道
省
国
際
観
光
局
を
中
心
と
す
る

国
際
観
光
協
会
に
於
て
日
（
朝
鮮
及
台
湾
を
含
む
）
満
両
国
の
観
光

『
ル
ー
ト
』、
風
物
、
産
業
、
文
化
等
を
紹
介
宣
伝
す
る
に
有
効
適
切

な
る
出
品
を
為
し
た
り
」（

71)

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
具
体
的
な

展
示
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

「
壁
面
に
は
日
満
観
光
『
ル
ー
ト
』
を
示
す
豪
華
な
る
電
光
飾
を

施
し
た
る
大
地
図
及
日
本
内
地
、
朝
鮮
、
満
州
の
代
表
的
風
景

を
表
現
す
る
大
刺
繍
日
本
内
地
の
風
物
を
表
現
し
た
る
写
真
並

に
古
典
趣
味
を
基
調
と
し
た
る
観
光
『
シ
ル
エ
ッ
ト
』
を
飾
り

又
観
光
地
図
前
に
は
池
を
設
け
錦
鯉
を
放
ち
、
池
の
両
端
に
口

中
よ
り
噴
水
の
鋳
銅
狛
犬
を
置
き
、
中
央
に
は
徐
転
す
る
日
、

満
、
鮮
の
協
力
と
和
平
を
表
象
す
る
互
に
手
と
手
を
握
り
合
へ

る
三
体
の
婦
人
群
像
を
配
し
て
風
情
を
添
へ
又
観
光
案
内
所
を

設
け
て
各
種
の
資
料
の
供
給
、
質
問
に
対
す
る
応
答
を
為
し
た

り
」（

72)

。

「
電
光
飾
を
施
し
た
る
大
地
図
」（

73)

は
、
高
さ
約
四
・
五
メ
ー
ト

ル
、
幅
約
一
八
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な
も
の
で
、「
東
亜
観
光
パ
ノ
ラ
マ

地
図
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
日
本
・
朝
鮮
・
満
州
・
台
湾
・
ア
メ
リ

カ
の
各
観
光
地
を
、
木
彫
半
肉
彫
に
し
て
、
そ
れ
ら
の
名
所
風
景
を

見
せ
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
地
図
に
は
電
動
装
置
も
仕
掛
け
ら
れ

て
お
り
、
ド
ラ
が
鳴
る
と
模
型
船
が
、
電
光
で
示
し
た
太
平
洋
航
路

の
線
上
の
日
本
と
ア
メ
リ
カ
を
結
ぶ
線
に
沿
っ
て
動
き
出
す
と
い
う
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凝
っ
た
も
の
だ
っ
た
（
74)

。

実
際
、
観
光
宣
伝
に
か
け
る
日
本
側
の
意
気
込
み
は
大
変
な
も
の

だ
っ
た
。
国
際
観
光
局
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
及
び
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

両
万
博
合
わ
せ
て
二
○
万
円
の
予
算
を
組
み
、
万
博
に
合
わ
せ
て
特

別
に
編
集
し
た
日
本
紹
介
の
写
真
集
を
九
一
万
部
配
布
し
た
（
75)

。
そ

の
写
真
集
『Japan
』
の
中
ほ
ど
に
あ
る
見
開
き
ペ
ー
ジ
に
は
、
日

本
と
朝
鮮
・
満
州
・
台
湾
の
各
観
光
地
を
線
で
結
ん
だ
「
東
亜
観
光

ル
ー
ト
」
が
掲
載
さ
れ
、
そ
れ
は
「
東
亜
観
光
パ
ノ
ラ
マ
地
図
」
と

ほ
ぼ
同
じ
地
域
を
網
羅
し
て
い
た
（
76)

。

観
光
事
業
に
お
い
て
、
美
術
は
観
光
客
誘
致
の
た
め
の
宣
伝
に
し

ば
し
ば
活
用
さ
れ
て
き
た
。
国
際
観
光
局
も
一
九
三
○
年
代
初
め
に

発
足
し
て
以
来
、
外
国
人
向
け
の
宣
伝
事
業
に
、
イ
メ
ー
ジ
戦
略
の

一
つ
と
し
て
美
術
を
利
用
し
て
い
た
。
日
本
画
を
印
刷
し
た
絵
葉
書

や
カ
レ
ン
ダ
ー
、
美
術
品
を
模
し
た
土
産
物
な
ど
、
美
術
は
安
価
な

形
で
観
光
事
業
に
取
り
込
ま
れ
て
い
た
。
同
局
は
、
所
轄
下
の
団
体

で
あ
る
観
光
美
術
協
会
か
ら
、
観
光
事
業
へ
の
美
術
の
貢
献
を
謳
う

宣
伝
誌
『
観
光
美
術
』
も
一
九
三
八
年
か
ら
発
行
し
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
は
、
日
本
古
美
術
展
覧
会
に
お
い
て
展
示
さ
れ
た
ア

イ
ヌ
・
琉
球
・
台
湾
・
朝
鮮
を
含
む
日
本
の
美
術
品
は
、
観
光
部
で

提
示
さ
れ
た
日
本
を
玄
関
と
す
る
「
東
亜
観
光
ル
ー
ト
」
に
、
景
色

や
風
習
、
風
俗
に
関
す
る
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
も
の
だ
っ

た
。
そ
の
一
方
で
電
光
飾
の
観
光
パ
ノ
ラ
マ
地
図
は
、
楽
し
げ
な
東

洋
旅
行
の
イ
メ
ー
ジ
を
演
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
美
術
品

の
向
こ
う
に
あ
る
戦
争
の
暗
い
影
を
観
客
の
目
か
ら
見
え
な
く
し
、

「
日
本
文
化
の
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
側
面
か
ら
支
え
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

ア
メ
リ
カ
側
に
と
っ
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
万
博
日
本
古
美
術
展

覧
会
は
、
西
洋
と
は
異
な
る
文
化
を
持
つ
太
平
洋
の
島
々
の
、
原
始

芸
術
か
ら
宮
廷
文
化
に
至
る
ま
で
の
様
々
な
段
階
を
見
せ
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
展
示
部
門
〈P

acific
cultures

〉
の
一
部
だ
っ
た
。
そ

の
意
味
で
、
こ
の
展
示
エ
リ
ア
は
、
非
西
欧
世
界
の
民
族
の
集
落
を

通
り
に
沿
っ
て
配
置
し
た
、
シ
カ
ゴ
万
博
（
一
八
九
三
年
）
の
ミ
ッ

ド
ウ
ェ
イ
・
プ
レ
ザ
ン
ス
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
万
博
で
そ
の
役
割
を
担
っ
た
の
が
、〈P

acific
cultures

〉
部
門

で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。

だ
が
日
本
側
に
と
っ
て
は
、
日
本
古
美
術
展
覧
会
は
、
欧
米
に
優

れ
た
日
本
美
術
を
紹
介
す
る
貴
重
な
機
会
で
あ
る
と
と
も
に
、
中
国

戦
線
を
め
ぐ
っ
て
緊
張
感
が
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
と
の
関
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係
を
友
好
的
な
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
「
日
米
親
善
」
の
た
め
の
も

の
だ
っ
た
。
そ
し
て
同
時
に
、
日
本
の
周
辺
地
域
の
文
化
を
「
日
本

古
美
術
」
に
統
合
す
る
こ
と
で
、
植
民
地
統
治
を
「
日
本
の
歴
史
」

に
組
み
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
が
、
日
本
側
の
描
く
欧
米
向

け
の
「
ス
ト
ー
リ
ー
」
だ
っ
た
と
い
え
る
。

本
稿
で
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
万
博
日
本
古
美
術
展
覧
会
の
背

景
や
出
品
物
の
内
容
、
主
催
者
で
あ
る
国
際
文
化
振
興
会
の
美
術
活

動
に
つ
い
て
、
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
、
同
展
の
意
図
に
つ
い
て

考
察
し
た
。
だ
が
、〈P

acific
cultures

〉
部
門
の
責
任
者
で
あ
っ

た
ラ
ン
グ
ド
ン
・
ウ
ォ
ー
ナ
ー
と
日
本
の
関
係
者
の
間
に
ど
の
よ
う

な
や
り
取
り
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
し
て
実
際
の
展
示
の
様
子
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
観
客
の
反
応
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の

か
な
ど
、
調
査
す
べ
き
課
題
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
本
稿

で
は
論
点
を
植
民
地
の
問
題
に
絞
っ
た
た
め
ほ
と
ん
ど
触
れ
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
が
、
柳
宗
悦
の
民
芸
と
日
本
古
美
術
展
覧
会
と
の

つ
な
が
り
に
つ
い
て
も
、
考
察
す
べ
き
点
が
多
く
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
ま
た
稿
を
改
め
論
じ
た
い
。
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註１

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
万
博
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
実
業
家
を
中
心
と
し

た
博
覧
会
協
会
に
よ
る
主
催
の
下
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大
統
領
就
任

一
五
○
年
記
念
を
目
的
に
、「
明
日
の
世
界
の
建
設
」
を
テ
ー

マ
に
掲
げ
開
催
さ
れ
た
。
一
方
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
万
博
の
主

催
者
で
あ
る
博
覧
会
協
会
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
実
業
家

ら
を
中
心
と
し
た
組
織
で
、
同
地
の
二
大
鉄
橋
で
あ
る
ゴ
ー
ル

デ
ン
ゲ
ー
ト
と
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
橋
の
完
成
記
念
を
目
的
に
、

「
交
通
、
通
信
の
近
代
的
発
達
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た

(

『
紐
育
金
門
万
国
博
覧
会
政
府
参
同
事
務
報
告
書
』、
商
工
省

監
理
局
、
一
九
四
一
年
、
四_

七
頁
、
四
八_

五
一
頁)

。

２

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
万
博
の
主
な
概
要
は
、
①
予
算
＝
一
億
五
五
○

○
万
ド
ル
（
一
九
三
九
年
）、
二
五
○
万
ド
ル
（
一
九
四
○
年
）、

②
会
場
面
積
＝
約
四
九
○
万
平
方
メ
ー
ト
ル
、
③
参
加
国
数
＝

五
三
ヶ
国
（
一
九
三
九
年
）、
四
四
ヶ
国
（
一
九
四
○
年
）、
④

入
場
者
数
＝
三
二
七
八
万
六
五
二
一
人
（
一
九
三
九
年
）、
二

四
四
七
万
五
八
一
三
人
（
一
九
四
○
年
）。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス



コ
万
博
は
、
①
予
算
＝
五
○
○
○
万
ド
ル
（
一
九
三
九
年
）、

一
六
○
万
ド
ル
（
一
九
四
○
年
）
②
会
場
面
積
＝
約
一
六
○
平

方
メ
ー
ト
ル
、
③
参
加
国
数
＝
二
九
ヶ
国
（
一
九
三
九
年
）、

一
三
ヶ
国
（
一
九
四
○
年
）、
④
入
場
者
数
＝
一
○
四
九
万
六

二
○
二
人
（
一
九
三
九
年
）、
六
五
四
万
五
七
九
六
人
（
一
九

四
○
年
）。
同
前
、
九_

一
一
頁
、
二
○_

二
一
頁
、
三
八
頁
、

五
二_

五
三
頁
、
六
○
頁
、
六
四
頁
。

３

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
万
博
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
在
米
日
系

社
会
の
対
米
宣
伝
活
動
と
い
う
側
面
か
ら
考
察
し
た
深
見
麻
氏

に
よ
る
論
文
「
金
門
万
国
博
覧
会
と
在
米
日
系
社
会
―
一
九
三

○
年
代
の
日
系
社
会
の
対
米
宣
伝
活
動
の
一
例
と
し
て
」（『
文

化
資
源
学
』
三
号
、
二
○
○
五
年)

が
あ
る
。

４

安
松
み
ゆ
き
「
展
覧
会
を
通
し
て
み
る
近
代
欧
州
の
日
本
古
美

術
に
対
す
る
認
識
の
変
遷
―
一
九
一
○
年
『
日
英
博
覧
会
』
と

一
九
三
九
年
『
伯
林
日
本
古
美
術
展
覧
会
』
の
比
較
に
お
い

て
―
」『
別
府
大
学
大
学
院
紀
要
』
第
五
号
、
別
府
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
、
二
○
○
三
年
。「〔
資
料
紹
介
〕
ベ
ル
リ
ン
に

お
け
る
日
本
古
美
術
展
覧
会
」『
美
術
史
』
第
一
四
七
冊
、
美

術
史
学
会
、
一
九
九
九
年
。
他
に
も
、
展
覧
会
企
画
者
と
し
て

の
矢
代
幸
雄
に
焦
点
を
あ
て
た
久
保
い
く
こ
氏
に
よ
る
一
九
五

三
年
の
ア
メ
リ
カ
巡
回
日
本
古
美
術
展
覧
会
に
つ
い
て
の
論
文

（
久
保
い
く
こ
「
矢
代
幸
雄
と
ア
メ
リ
カ
巡
回
日
本
古
美
術
展

覧
会(

一
九
五
三
年)

」『
近
代
画
説
』
第
一
二
号
、
明
治
美
術

学
会
、
二
○
○
三
年
）
が
あ
る
。

５

安
松
、
前
掲
「〔
資
料
紹
介
〕
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
日
本
古
美
術

展
覧
会
」、
一
二
八
頁
。

６

芝
崎
厚
士
『
近
代
日
本
と
国
際
文
化
交
流

│
国
際
文
化
振

興
会
の
創
設
と
展
開
』、
有
信
堂
、
一
九
九
九
年
。

７

柴
岡
信
一
郎
『
報
道
写
真
と
対
外
宣
伝

十
五
年
戦
争
期
の
写

真
界
』、
日
本
経
済
評
論
社
、
二
○
○
七
年
。

８

外
務
省
記
録
「
外
国
博
覧
会
関
係
雑
件

紐
育
並
桑
港
万
国
博

覧
会
」
昭
和
一
三
年
六
月
一
四
日
付
「
紐
育
及
桑
港
万
国
博
覧

会
出
品
調
査
委
員
」、
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵E

.2.8.0

・4-10

。

９
「
国
際
文
化
振
興
会
事
業
報
告

国
際
文
化
事
業
の
七
ヶ
年
」、

国
際
交
流
基
金
図
書
室
所
蔵
、
一
九
四
○
年
。

10

幻
燈
は
、
ス
ラ
イ
ド
原
版(

幻
燈
板)

に
光
を
投
射
し
、
レ
ン
ズ

を
使
っ
て
ス
ク
リ
ー
ン
に
画
像
を
拡
大
投
影
す
る
装
置
。
日
本

で
は
明
治
期
以
降
、
文
部
省
に
よ
る
社
会
教
育
に
も
利
用
さ
れ

た
（
岩
本
憲
児
『
幻
燈
の
世
紀

│
映
画
前
夜
の
視
覚
文
化
史
』、

森
話
社
、
二
○
○
二
年
、
二
○
八
頁)

。
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11

海
外
で
講
演
会
を
主
催
す
る
こ
と
は
事
実
上
ほ
と
ん
ど
不

可
能
で
あ
っ
た
た
め
、
国
際
文
化
振
興
会
主
催
の
講
演
会
は
、

日
本
に
い
る
外
国
人
に
対
し
て
の
啓
蒙
的
講
演
が
主
で
あ
っ

た
。
海
外
の
場
合
は
、
先
方
の
主
催
す
る
講
演
会
に
日
本
人
講

師
を
派
遣
す
る
と
い
う
形
が
多
か
っ
た
（
前
掲
「
国
際
文
化
振

興
会
事
業
報
告

国
際
文
化
事
業
の
七
ヶ
年
」、
一
七
頁
）。

12

国
際
交
流
基
金
所
蔵
国
際
文
化
振
興
会
関
係
史
料
『
財
団
法
人

国
際
文
化
振
興
会
設
立
経
過
及
昭
和
九
年
度
事
業
報
告
書
』、

一
九
三
五
年
。

13

“Preface,”
C

atalogue
of

Japanese
art:

in
the

palace
of

fine

and
decorative

arts
at

the
G

olden
G

ate
International

E
xposition

on
T

reasure
Island,

San
Francisco,

C
alifornia,

1939,
T

he
Society

for
International

C
ultural

R
elations,

1939,
p.2.

津
田
敬
武
は
、
当
時
鉄
道
省
及
び
国
際
文
化
振
興

会
嘱
託
と
い
う
身
分
で
あ
り
、
日
本
美
術
研
究
も
行
っ
て
い
た

人
物
で
あ
る
（
前
掲
『
財
団
法
人
国
際
文
化
振
興
会
設
立
経
過

及
昭
和
九
年
度
事
業
報
告
書
』）。

14

前
掲
「
国
際
文
化
振
興
会
事
業
報
告

国
際
文
化
事
業
の
七
ヶ

年
」、
一
七_

一
九
頁
。

15

国
際
交
流
基
金
所
蔵
国
際
文
化
振
興
会
関
係
史
料
『
財
団
法
人

国
際
文
化
振
興
会
昭
和
十
年
度
事
業
報
告
』、
一
九
三
七
年
。

16

国
際
交
流
基
金
所
蔵
国
際
文
化
振
興
会
関
係
史
料
『
昭
和
十
三

年
度
事
業
報
告
』、
日
付
不
明
。

17

同
前
。

18

「
日
伊
文
化
協
定
成
立
記
念
」『
国
際
文
化
』
第
四
号
、
一
九
三

九
年
五
月
、
二
八
頁
。

19
「
文
化
講
座
」『
国
際
文
化
』
第
五
号
、
一
九
三
九
年
七
月
、
二

九
頁
。

20

前
掲
『
財
団
法
人
国
際
文
化
振
興
会
設
立
経
過
及
昭
和
九
年
度

事
業
報
告
書
』。
外
務
省
記
録
「
国
際
文
化
振
興
会
関
係
」
昭

和
十
一
年
三
月
二
七
日
付
「
国
際
文
化
振
興
会

第
五
回
評
議

員
議
事
録
」、
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵I.1.10.0

・2-17

。

21

外
務
省
記
録
、
前
掲
「
国
際
文
化
振
興
会
関
係
」
昭
和
一
三
年

七
月
八
日
付
「
国
際
文
化
振
興
会
記
録

第
六
十
回
理
事
会
議

事
要
録
」。

22

前
掲
『
財
団
法
人
国
際
文
化
振
興
会
昭
和
十
年
度
事
業
報
告
』。

23

外
務
省
記
録
、
前
掲
「
国
際
文
化
振
興
会
関
係
」
昭
和
一
三
年

七
月
八
日
付
「
国
際
文
化
振
興
会
記
録

第
六
十
回
理
事
会
議

事
要
録
」。

24
「
民
藝
品
の
真
価
を
紹
介
」『
国
際
文
化
』
第
一
号
、
一
九
三
八
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年
一
一
月
、
二
四
頁
。

25
「
民
藝
品
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
送
る
」『
日
本
美
術
年
鑑
』
昭
和

十
四
年
版
、
美
術
研
究
所
、
一
九
四
○
年
、
一
○
四
頁
。

26

外
務
省
記
録
、
前
掲
「
国
際
文
化
振
興
会
関
係
」
昭
和
一
三
年

三
月
五
日
付
「
国
際
文
化
振
興
会
月
報

昭
和
十
三
年
二
月
号

第
三
十
号
」。

27

外
務
省
記
録
、
前
掲
「
国
際
文
化
振
興
会
関
係
」
昭
和
一
三
年

七
月
五
日
付
「
国
際
文
化
振
興
会
月
報

昭
和
十
三
年
六
月
号

第
三
十
四
号
」。

28

だ
が
柳
の
名
は
、
一
九
三
九
年
の
日
本
古
美
術
展
覧
会
を
最
後

に
国
際
文
化
振
興
会
の
公
的
な
記
録
か
ら
は
消
え
、
一
九
四
○

年
以
降
は
見
る
こ
と
が
な
い
。
代
わ
っ
て
同
会
の
美
術
関
係
の

事
業
に
現
れ
て
く
る
の
は
藤
田
嗣
治
の
名
前
で
あ
る
（「
仏
印

巡
回
日
本
絵
画
展
覧
会
」『
国
際
文
化
』
第
一
六
号
、
一
九
四

一
年
一
○
月
、
頁
数
な
し
）。

29

例
え
ば
、Soetsu

Y
anagi,Folk-C

rafts
in

Japan,T
he

Society

for
InternationalCulturalR

elations,Tokyo,Japan,1936.

30

前
掲
『
財
団
法
人
国
際
文
化
振
興
会
設
立
経
過
及
昭
和
九
年
度

事
業
報
告
書
』。

31
『
来
日
西
洋
人
名
事
典
』、
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
一
九
九
五
年
、

二
頁
。

32

外
務
省
記
録
、
前
掲
「
国
際
文
化
振
興
会
関
係
」
昭
和
一
二
年

四
月
二
七
日
付
「
国
際
文
化
振
興
会
記
録

第
四
十
五
回
理
事

会
議
事
要
録
」。

33

前
掲
『
紐
育
金
門
万
国
博
覧
会
政
府
参
同
事
務
報
告
書
』、
五
四

頁
。
外
務
省
記
録
、
前
掲
「
外
国
博
覧
会
関
係
雑
件

紐
育
並

桑
港
万
国
博
覧
会
」、
昭
和
一
三
年
一
一
月
一
三
日
付
「
金
門

万
国
博
覧
会
会
場
配
置
図
」。

34

同
前
『
紐
育
金
門
万
国
博
覧
会
政
府
参
同
事
務
報
告
書
』、
一
二

九_

一
三
三
頁
。
た
だ
し
、
一
九
四
○
年
に
再
び
開
催
さ
れ
た

際
に
は
展
示
内
容
は
大
幅
に
変
更
さ
れ
、
観
光
部
に
松
本
姿
水
、

池
田
遥
村
、
荒
井
寛
方
な
ど
に
よ
る
日
本
画
八
点
が
展
示
さ
れ

て
い
る
（
同
前
、
一
四
三_

一
四
四
頁
）。

35

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
万
博
日
本
館
の
美
術
品
展
示
に
つ
い
て
は
、
拙

稿
「
国
家
宣
伝
と
美
術
―
一
九
三
九
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
万
国
博

覧
会
日
本
館
の
出
品
画
に
つ
い
て
」『
芸
術
学
研
究
』
第
一
一

号
、
筑
波
大
学
大
学
院
人
間
総
合
科
学
研
究
科
、
二
○
○
七
年
。

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
万
国
博
覧
会
と
工
芸
―
文
化
宣
伝
と
輸
出
振

興
」『
藝
叢
』
第
二
三
号
、
筑
波
大
学
大
学
院
人
間
総
合
科
学

研
究
科
芸
術
学
研
究
室
、
二
○
○
七
年
、
を
参
照
。
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36
「
桑
港
と
我
が
国
と
の
地
理
的
関
係
に
鑑
み
、
本
博
覧
会
は
本
邦

観
光
宣
伝
の
好
個
の
機
会
と
認
め
ら
れ
た
る
」（
前
掲
『
紐
育

金
門
万
国
博
覧
会
政
府
参
同
事
務
報
告
書
』、
一
二
二
頁
）。

37

外
務
省
記
録
、
前
掲
「
外
国
博
覧
会
関
係
雑
件

紐
育
並
桑
港

万
国
博
覧
会
」
昭
和
一
三
年
七
月
八
日
付?

崎
在
桑
港
総
領
事

発
宇
垣
外
務
大
臣
宛
外
電
。
ち
な
み
に
、「
一
万
平
方
呎
」
は

約
九
三
○
平
方
メ
ー
ト
ル
、「
四
千
平
方
呎
」
は
約
三
七
○
平

方
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
。

38

Pacific
cultures:D

epartm
entofFine

A
rts,D

ivision
ofPacific

cultures,
G

olden
G

ate
International

E
xposition,

S
an

Francisco,
1939,

Schw
abacher-Frey,1939.

本
カ
タ
ロ
グ
は

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
万
博
開
催
に
合
わ
せ
て
ア
メ
リ
カ
の
博

覧
会
協
会
が
発
行
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
エ
リ
ア
の

名
称
はChina,Southeast

A
sia,Japan,N

orthw
est

Coast
of

A
m

erica,Islands
of

the
P

acific,South
A

m
erica,M

iddle

A
m

erica

と
な
っ
て
い
る
。

39

前
掲
『
来
日
西
洋
人
名
事
典
』、
四
八
頁
。「
年
譜
」『
岡
倉
天
心

全
集

別
巻
』、
平
凡
社
、
一
九
八
一
年
、
四
二
五_

四
三
二

頁
。
ま
た
ウ
ォ
ー
ナ
ー
は
終
戦
後
、
一
九
四
六
年
に
占
領
軍
幹

部
の
一
員
と
し
て
来
日
し
、
日
本
文
化
の
保
存
等
に
つ
い
て
助

言
を
与
え
た
と
い
う
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
ウ
ォ
ー
ナ
ー
の

作
成
し
た
保
護
す
べ
き
文
化
財
の
リ
ス
ト
（
通
称
ウ
ォ
ー
ナ

ー
・
リ
ス
ト
）
に
よ
っ
て
奈
良
・
京
都
が
米
軍
の
爆
撃
を
逃
れ

た
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
真
偽
は
定
か
で
な
い
。

40
「
桑
港
万
国
博
へ
行
く
美
術
日
本
」『
国
際
文
化
』
一
号
、
一
九

三
八
年
一
一
月
、
八
頁
。
な
お
、
ウ
ォ
ー
ナ
ー
は
七
月
に
訪
日

し
た
際
に
、
外
務
省
・
文
部
省
・
商
工
省
・
国
際
文
化
振
興

会
・
紐
育
桑
港
万
国
博
覧
会
協
会
・
山
中
商
会
等
の
関
係
者
一

八
名
を
東
京
会
館
で
の
午
餐
に
招
い
た
（
外
務
省
記
録
、
前
掲

「
外
国
博
覧
会
関
係
雑
件

紐
育
並
桑
港
万
国
博
覧
会
」
昭
和

一
三
年
七
月
七
日
付
鈴
木
六
郎
宛
文
書
）。

41

「
目
下
の
時
局
に
際
し
此
の
事
業
は
極
め
て
有
意
義
の
事
と
思

惟
さ
る
れ
ば
、
各
位
に
於
か
せ
ら
れ
て
も
本
会
の
微
意
の
存
す

る
所
を
諒
と
せ
ら
れ
、
日
本
文
化
宣
揚
の
た
め
御
協
力
を
切
望

す
る
次
第
な
り
」（
外
務
省
記
録
、
前
掲
「
外
国
博
覧
会
関
係

雑
件

紐
育
並
桑
港
万
国
博
覧
会
」
昭
和
一
三
年
七
月
付
「
桑

港
万
国
博
覧
会
日
本
古
美
術
展
覧
会
趣
意
書
」）。

42

同
前
、「
桑
港
万
国
博
覧
会
日
本
古
美
術
展
覧
会
出
品
物
概
要
」。

43

同
前
、「
実
行
方
法
」。

44
『
金
門
万
国
博
覧
会
日
本
古
美
術
展
覧
会
出
品
物
假
目
録
』、
国
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際
文
化
振
興
会
、
一
九
三
八
年
。

45

啓
明
会
は
、
赤
星
鐡
馬
が
公
益
事
業
の
た
め
寄
付
し
た
一
○
○

万
円
を
基
に
、
学
術
研
究
の
助
成
を
目
的
に
、
一
九
一
八
年
に

設
立
さ
れ
た
団
体
。
そ
の
役
員
に
は
大
久
保
利
武
、
樺
山
愛
輔

な
ど
国
際
文
化
振
興
会
関
係
者
も
名
を
連
ね
て
い
た
（「
昭
和

十
三
年
度
日
本
文
化
団
体
年
鑑
」『
戦
時
下
日
本
文
化
団
体
事

典

第
一
巻
』、
大
空
社
、
一
九
九
○
年
）。

46

前
掲『
金
門
万
国
博
覧
会
日
本
古
美
術
展
覧
会
出
品
物
假
目
録
』。

47
「
桑
港
万
博
で
華
や
か
に
開
催

日
本
古
美
術
展
覧
会
」『
国
際

文
化
』
第
二
号
、
一
九
三
八
年
一
二
月
、
一
三
頁
。

48
『
日
本
人
名
大
事
典

現
代
』、
平
凡
社
、
一
九
七
九
年
、
四
九

三
頁
。

49

團
伊
能
『
伊
太
利
亜
美
術
紀
行
』、
春
陽
堂
、
一
九
二
二
年
。

『
パ
ル
ナ
ス
の
巡
礼
』、
大
村
書
店
、
一
九
二
四
年
。『
概
観
欧

州
芸
術
史
』、
冨
山
房
、
一
九
三
一
年
。
帝
室
博
物
館
編
・
團

伊
能
著
『
欧
米
美
術
館
施
設
調
査
報
告
』、
帝
室
博
物
館
、
一

九
二
一
年
。

50

Ino
D

an,A
rt,

(W
estern

influences
in

m
odern

Japan;
no.7),

Japanese
Council,Institute

ofPacific
R

elations,1929.

51

“T
he

collection
w

as
planned

under
the

leadership
of

B
aron

Ino
D

an,one
of

the
m

anaging
directors

of
the

Society,to

show
various

aspects
of

Japanese
culture

in
close

relation

to
the

life
of

different
classes

of
people

through
their

arts

and
crafts

in
different

ages.”
(“P

reface,”
C

atalogue
of

Japanese
art.,op.cit.,p.2.)

52

前
掲『
金
門
万
国
博
覧
会
日
本
古
美
術
展
覧
会
出
品
物
假
目
録
』。

な
お
、
総
数
が
四
一
四
点
を
超
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
前
掲
の

目
録
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
同
一
の
出
品
物
が
複
数
の
種
別
に

ま
た
が
っ
て
分
類
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

53

“Perhaps
this

is
the

firsttim
e

a
realattem

pthas
been

m
ade

to
dem

onstrate
the

arts
ofthe

entire
huge

ovalofthe
Pacific

rim
under

one
roof.[…

]
H

istorians
of

art,and
the

general

public
as

w
ell,w

ill
find

it
forcibly

brought
hom

e
to

them

that
here,at

last,is
an

art-show
w

here
factualinform

ation

on
artists’nam

es
and

dates
can

be
of

no
possible

service.”

(“Introduction”
Pacific

cultures.,op.cit.,p.9.)

54

宮
武
公
夫
「
博
覧
会
の
記
憶
―
一
九
○
四
年
セ
ン
ト
ル
イ
ス
博

覧
会
と
ア
イ
ヌ
―
」、『
北
海
道
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
』
一
一

八
号
、
北
海
道
大
学
文
学
研
究
科
、
二
○
○
六
年
。
同
「
黄
色

い
仮
面
の
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
│
ア
イ
ヌ
と
日
英
博
覧
会
│
」、『
北

153



154

海
道
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
』
一
一
五
号
、
二
○
○
五
年
。

55

「
桑
港
大
美
術
館
で
開
催
の
古
代
美
術
展
覧
会
に
は
、
世
界
各

国
が
参
加
し
、
夫
々
自
国
古
代
美
術
の
逸
品
が
出
品
さ
れ
る
こ

と
ゝ
な
り
、（
中
略
）
こ
の
程
漸
く
国
宝
又
は
国
宝
級
の
豪
華

な
古
代
美
術
品
約
四
百
点
が
選
定
さ
れ
た
。（
中
略
）
日
本
古

代
美
術
を
通
じ
て
日
本
の
芸
術
的
特
性
を
世
界
に
誇
示
し
、
併

せ
て
近
来
悪
化
し
つ
ゝ
あ
る
米
国
の
対
日
感
情
を
好
転
せ
し
め

ん
と
の
重
大
使
命
を
持
つ
た
も
の
で
あ
る
」（「
米
国
万
博
に
日

本
古
美
術
品
を
出
品
」『
塔
影
』
第
一
四
巻
第
一
二
号
、
一
九

三
八
年
一
二
月
、
五
八
頁
）。

56

Pacific
cultures.,op.cit.,p.6.

57

Ibid.,pp.4–5.

58

前
掲
「
桑
港
万
国
博
へ
行
く
美
術
日
本
」、
八
頁
。

59

K
.
S
ato

が
何
者
で
あ
る
か
は
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
だ
が
、
在

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
総
領
事
で
あ
っ
た
佐
藤
敏
人
で
あ
っ
た
可

能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

60

“O
kakura

w
rote:A

sia
is

O
ne.[…

]O
ur

boastis
thatw

e
have

been
unanim

ous
w

ith
A

sia.”
(K

.Sato,“ChapterIII-Japan”

Pacific
cultures.,op.cit.,pp.59–61.)

61

“If
our

islands
had

anchored
further

from
the

m
ainland,or

as
close

to
China

as
E

ngland
lies

to
France,the

story
of

Japanese
culture

w
ould

have
been

a
different

one.”
(Ibid.,p.

59.)

62

Ibid.,pp.59–60.

63

前
掲
「
桑
港
万
博
で
華
や
か
に
開
催

日
本
古
美
術
展
覧
会
」、

一
三
頁
。

64

同
前
。

65

同
前
。

66

一
九
三
八
年
発
行
『
尋
常
小
学
地
理
書

巻
一
』
の
「
大
日
本

帝
国
」
の
項
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。「
我
が

大
日
本
帝
国
は
ア
ジ
ヤ
州
の
東
部
に
あ
つ
て
、
日
本
列
島
と
朝

鮮
半
島
か
ら
成
立
つ
て
ゐ
る
（
五
七
八
頁
）」「
本
州
を
関
東
・

奥
羽
・
中
部
・
近
畿
・
中
国
の
五
地
方
に
分
け
、
こ
れ
に
四

国
・
九
州
・
北
海
道
・
樺
太
・
台
湾
・
朝
鮮
の
各
地
方
を
加
へ

て
、
全
国
を
十
一
地
方
に
分
け
る
（
五
七
九
頁
）」（「
尋
常
小

学
地
理
書

巻
一
」『
日
本
教
科
書
大
系

近
代
編

第
一
六

巻

地
理
（
二
）』、
講
談
社
、
一
九
六
五
年
）。

67

小
熊
英
二
『〈
日
本
人
〉
の
境
界
―
沖
縄
・
ア
イ
ヌ
・
台
湾
・
朝
鮮

植
民
地
支
配
か
ら
復
帰
運
動
ま
で
』、
新
曜
社
、
一
九
九
八
年
。

68

同
前
、
一
一_

一
二
頁
。



69

杉
山
壽
榮
男
（
一
八
八
五_

一
九
四
六
）
は
、「
原
始
工
芸
」・

「
ア
イ
ヌ
工
芸
」
の
研
究
者
。
日
本
古
美
術
展
覧
会
に
出
品
さ

れ
た
「
ア
イ
ヌ
美
術
」
も
杉
山
の
収
集
品
か
ら
成
っ
て
い
る
。

70

前
掲
『
紐
育
金
門
万
国
博
覧
会
政
府
参
同
事
務
報
告
書
』、
一
二

二
頁
。

71

同
前
。

72

同
前
、
一
二
二_
一
二
三
頁
。

73

同
前
、
一
二
二
頁
。

74
「
東
亜
観
光
パ
ノ
ラ
マ

万
博
へ
船
出
を
前
に
内
示
展
」『
美
之

国
』
第
一
五
巻
第
一
号
、
一
九
三
九
年
一
月
、
九
五
頁
。
こ
の

地
図
に
は
約
四
ヶ
月
の
製
作
日
数
と
四
万
円
の
予
算
が
投
じ
ら

れ
、
総
重
量
は
約
九
三
○
○
キ
ロ
を
超
え
て
い
た
。

75
『
観
光
事
業
十
年
の
回
顧
』、
国
際
観
光
局
、
一
九
四
○
年
、
一

五
八
頁
。

76

Japan,
B

oard
of

T
ourist

Industry,Japanese
G

overnm
ent

R
ailw

ays.

（
発
行
年
不
明
）
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図
版
典
拠

１
―
４

“ChapterIII-Japan”
Pacific

cultures:D
epartm

entofFine

A
rts,D

ivision
of

Pacific
cultures,G

olden
G

ate
International

E
xposition,San

Francisco,1939,Schw
abacher-Frey,1939.

５
「
桑
港
万
国
博
覧
会
写
真
ニ
ュ
ー
ス
」『
国
際
観
光
』
第
七
巻
第

二
号
、
一
九
三
九
年
四
月
。

６

Pacific
cultures.,op.cit.

７

Japan,
B

oard
of

T
ourist

Industry,Japanese
G

overnm
ent

R
ailw

ays.

（
発
行
年
不
明
）

（
付
記
）
引
用
文
の
表
記
に
あ
た
り
、
旧
漢
字
は
新
漢
字
に
改
め
た
。

ま
た
読
み
や
す
さ
を
考
え
、
公
文
書
類
の
記
述
は
平
仮
名
に
直
し
た
。

（
や
ま
も
と

さ
え
）
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表１ 国際文化振興会による海外展覧会事業（1934-1940）
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図２ アイヌ美術《刀》

図４ 台湾美術《櫛》

図１ 《東照宮御縁起絵巻》（日光輪王寺）

図５ サンフランシスコ万博日本館観光部《東亜観光パノラマ地図》

図３ 民芸《皮羽織》



158

図６ 英文カタログ『Pacific cultures』表紙見返し・環太平洋地図

図７ 写真集『Japan』（鉄道省国際観光局発行）「東亜観光ルート」




